
令和７年度（２０２５年度）　南小国町立りんどうケ丘小学校　学校だより 

地域とともに歩む、「夢」いっぱい！の学校「自信」いっぱい！の学校 

　 　   みんな最高！　学校最高！　ふるさと最高! 

 　「 最 高！ 」第１４号 

 
　 　令和８年２月１０日(火)発行　（りんどうヶ丘小ホームページＱＲコードです。学校生活のブログ等をカラーでご覧いただけます。）

 
 
 
 

　年末年始を中心に児童会によるボランティア  
活動が展開されました。  日専連くまもと児童版画コンクール  
　活動は２つあって、１つ目は「赤い羽共同募
金」で、２つ目は「書き損じはがき回収」です。  
 ＜日専連熊本理事長賞＞
 「赤い羽根共同募金」     

  
　冬休み明けに、学校が始まると、子どもたち ２年　原村　そうし　 
が１０円玉や１００円玉を握りしめて次々にや  
ってきて、職員室前で児童会役員が持つ募金箱      「わぁ、 
にお金を入れる姿に、とても微笑ましく、ぬく 　　　きれいだねぇ」 
もりを感じたところです。 　 
　この「赤い羽根共同募金」は、社会福祉の面    ※全国コンクールへ 
において様々な支援に役立っているわけです  
が、本校でも毎年約３万円の補助金をいただい  
ていて、花や野菜の苗、堆肥、プランターなど、  
「子ども農園活動」などに有効活用しておりま ＜銀賞＞     
す。  
　社会福祉協議会から貸し出される募金箱には ２年　漣　あさひ 
鍵がかかっているため、今年、総額いくらの募  
金が集まったかは、今のところわかりませんが、　　「せみだ！ 
春になれば熊日新聞で紹介されると思います。 　　　　にがさないぞ」 
　金額より大事なのは、子どもたちの善意の気  
持ちと、そのような仕組みや活動を学ぶ貴重な    ※全国コンクールへ 
機会になったことです。  
　ご協力ありがとうございました。  
     
  「書き損じ・未使用はがき回収」  「校内なわとび大会」  

  
　こちらは、熊本県視覚障がい者福祉協会から ＜持久跳びの部＞　 学年×１分間を跳び続ける 
の呼びかけに応じて児童会が取り組んだもので  
す。この運動は、盲導犬の育成や点字ブロック 　１年　　北里えま　木村せな　佐藤あんり 
の改修などに活かされていきます。 　（１分間）   佐藤さつき　佐藤たいが 
　今年の改修結果は、はがきが１４５枚、切手  
が４０枚でした。 　２年　　佐藤ちほ　　松丸ききこ 
　＜はがき：１４５枚＞ 　（２分間） 
　　　８５円×４１枚、６３円×５４枚 　３年　　井ゆうしろう　　松﨑こうすけ 
　　　６２円×　５枚、５２円×３９枚 　（３分間） 
　　　５０円×　６枚 　４年　　木村とうり　　松﨑けんすけ 
　＜未使用切手：４０枚＞ 　（４分間） 
　　　８２円×２９枚、６３円×　４枚 　５年　　井よしてる　　髙村りゅうしょう 
　　　５２円×　１枚、１０円×　６枚 　（５分間） 
　これらは、新しいはがきや切手に交換、また 　６年　　佐藤りお　　椎名おうしろう 
は換金して、視覚障がい者福祉事業に役立てら 　（６分間）  山内たかひと
れます。ご協力ありがとうございました。

＜めざす家庭・地域像＞ 
 笑顔と元気がいっぱいの家庭・地域！ 安心して生活できる家庭・地域！ 子どもの夢実現を支える家庭・地域！ 


